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株式会社 セキノ興産
本　　社：富山市水橋開発 277-12 076－479－2222
株式会社 セキノワークス
見附工場：見附市新幸町 10-3 0258－61－4840

金属屋根に穴をあけない太陽光発電システム
安全な設置工法を 2000 年に開発 雨漏り「0」継続中。

▼住宅用太陽光発電システム

▼産業用太陽光発電システム

①金属製屋根・壁材の加工と販売

②太陽光発電システムの開発と販売

③雨樋などの各種建材の販売

④屋根・外装工事の施工管理

⑤見積・積算ソフトの販売

セキノ興産の事業内容





ごあいさつ

一般財団法人　新潟陸上競技協会

会長 大橋　誠五

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本グランプリシリーズグレード１ 「Yogibo アス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レチックスチャレンジカップ２０２３」 開催にあたり、

主催者を代表して一言ご挨拶申し上げます。

　今年５月にデンカスワンフィールドが日本陸連から検定を受け、 デンカビッグス

ワンスタジアムは本県陸上界のメッカとして、 1 種公認陸上競技場及びWA公

認クラスⅡのスタジムとして新たにスタートいたしました。

　本大会をWA コンチネンタルツアーブロンズ大会として、 国内外から多数の選

手、 そして関係者の皆様をお迎えし、 ここ新潟市のデンカビッグスワンスタジア

ムで開催されますことは、 この上ない喜びであります。 開催できることに対し、 関

係団体、 関係各位に心より深く感謝申し上げます。

　本大会には、 8 月にハンガリーブダペストで開催された世界選手権女子やり投げ

で日本人初の金メダルを獲得した北口榛花選手をはじめ、 日本陸上競技選手権

大会優勝者も多数出場しております。

　パリ２０２４オリンピックの出場を目指すアスリートの皆様が最高のパフォーマンスを

発揮され、 オリンピック代表をつかみ取れるよう祈念いたします。

　選手の皆様には、 日頃の練習の成果を存分に発揮していただき、 来場される皆

様に、 そして全国の皆様に夢と感動を与えるようなパフォーマンスを期待するととも

に、 世界に挑む気持ちを忘れずに果敢に挑戦し、 「夢」 を実現してください。

　終わりに、 本大会開催にあたり、 株式会社 Yogibo 様をはじめ、 多大なお力添え

を頂きました関係諸機関、 諸団体ならびに温かいご支援 ・ ご協力を賜りました関係

者の皆様に心から御礼と感謝を申し上げ、 ご挨拶とさせていただきます。
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祝　　辞

新潟県知事 花角　英世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本グランプリシリーズグレード１ 「Yogibo Athle

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tics Challenge Cup 2023」 が昨年に引き続き 、

本県で開催されますことを心からお喜び申し上げますとともに、 国内外 から御参加の

選手及び関係者の皆様を歓迎いたします。

　日本グランプリシリーズは、 年間を通してポイントを争うトラック＆フィールドの大会の

総称として 2018 年にスタートし、 本県においては 2019 年から毎年、 デンカビッグスワ

ンスタジアムで 開催されて おります。 今大会は、 ワールドアスレティックスよりコンチ

ネンタルツアーブロンズ大会として認証され、 ワールドランキング上位大会として、 来

年のパリオリンピック大会の代表を目指す多くのトップアスリートが参加して行われます。

一流のパフォーマンスに間近で接することで、 次代を担う若い選手たちをはじめ多く

の選手たちへの刺激となり、 本県の 競技力向上に資するものと 考えて おります。

　本県としましては、 スポーツや文化を活かした地域づくりなど交流人口の拡大に向け

て積極的に取り組んでいる中、 こうした大会が継続的に本県で開催されることは大変意

義深く、 県民に夢や希望を与え、 地域活性化につながるとともに、 会場となるデンカ

ビッグスワンスタジアムが陸上競技の拠点として、 国内外に広く認識されることを期待

しております。

　出場選手の皆様におかれましては、 日頃の練習で培った精神力と技術力を存分に

発揮され、 シリーズチャンピオンを目指すとともに、 本大会がパリオリンピック大会へ

向けた大きなステップとなることを願っております。

　また、 この機会にぜひ豊かな食や温泉などの新潟の魅力も御堪能ください。

　結びに、 本大会の誘致 ・ 開催 に御尽力をいただいた一般財団法人新潟陸上競技

協会、 株式会社新潟アルビレックスランニングクラブをはじめ、 関係者の皆様に深く

敬意を表しますとともに、 本大会の成功と選手の皆様の御健闘を祈念申し上げ、 お祝

いの言葉といたします。
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祝　　辞

新潟市長 中原　八一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「日本グランプリシリーズ アスレチックスチャレンジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カップ 2023」 が、 ここ新潟市において盛大に開催されま

すことをお喜び申し上げます。 国内外から参加されます選手、 関係者の皆さまを心より歓

迎いたします。

　また、 本大会の開催にあたりご尽力いただいた一般財団法人新潟陸上競技協会、 株

式会社新潟アルビレックスランニングクラブをはじめ、 関係者の皆さまに深く感謝を申し上

げます。

　本大会は、ＷＡコンチネンタルツアーブロンズ大会として認証され、 ワールドランキング

の上位大会として、 2024 年に開催されるパリオリンピック大会の代表を目指す多くのアス

リートを国内外からお迎えして開催されます。 このような最高峰の大会が本市で開催される

ことを大変嬉しく思います。

　今年は、 8 月に世界陸上ブダペスト大会が、 そして現在、 中国 ・ 杭州で第 19 回アジ

ア競技大会が開催されており、 多くの選手が一流のパフォーマンスを発揮しています。

選手の皆さまには、 ここ新潟においても、 持てる力を存分に発揮していただき、 素晴らし

い記録が生まれることを期待しております。 また、 大会の合間には、 本市が誇る自慢の

食や文化、 自然などを堪能いただき、 思い出に残る大会にしていただけると幸いです。

　陸上ファンの皆さまには、 世界トップレベルの力と技を間近でご覧いただくことで、 スポ

ーツの魅力を最大限実感していただけるものと思います。

　結びに、 本大会の成功と選手の皆さまのご健闘を祈念いたしまして、 お祝いの言葉と

いたします。
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グレード 1

大 会 概 要

1. 主　　　催　　　一般財団法人新潟陸上競技協会　　株式会社新潟アルビレックスランニングクラブ

 

2. 共　　　催　　　新潟県　　新潟市　　NST 新潟総合テレビ

 

3. 後　　　援　　　公益財団法人日本陸上競技連盟　　新潟日報社　　新潟県教育委員会　　新潟市教育委員会

　　　                公益財団法人新潟県スポーツ協会　　公益社団法人新潟県観光協会　　（予定）

 

4. 主　　　管　　　一般財団法人新潟陸上競技協会

 

5. 特別協賛　　　株式会社 Yogibo

 

6. 協　　　賛　　　株式会社セキノ興産 長谷川体育施設株式会社　ダイシンプラント株式会社　新潟運輸株式会社

                     株式会社福田組　株式会社国際総合計画　株式会社廣瀬　株式会社加賀田組　株式会社天尾重建

                     三幸製菓株式会社　株式会社ココカラファイン　

 

7. 協　　　力　　　北陸実業団陸上競技連盟　　新潟実業団陸上競技連盟　　新潟医療福祉大学

                      アップルスポーツカレッジ　　新潟大学　　月刊陸上競技　　（予定）

 

8. 期　　　日　　　2023 年 9 月 30 日 （土） ～ 10 月 1 日 （日）

 

9.　会　　　場　　　デンカビッグスワンスタジアム

                       〒950-0933　新潟市中央区清五郎 67-12　　℡025-287-8811

 

10.　種　　目　　　※ グランプリ種目 ： WRk ・ コンチネンタルツアーブロンズ ・ カテゴリー C 対象

                       ★　1 日目　9 月 30 日 （土）

　　　　　　　　　　　　　　GP 男子 ： 800m 5000m

　　　　　　　　　　　　　　GP 女子 ： 800m 5000m

　　　　　　　　　　　　　　Yogibo チャレンジ男子 ： 100m 5000m

　　　　　　　　　　　　　　Yogibo チャレンジ女子 ： 5000m

 

　　　　　　　　　　　　★　2 日目　10 月 1 日 （日）

　　　　　　　　　　　　　　GP 男子 ： 100m 200m 400m 1500m 400mH 走高跳 走幅跳 やり投

　　　　　　　　　　　　　　GP 女子 ： 400m 1500m 400mH 走幅跳 円盤投 やり投

　　　　　　　　　　　　　　Yogibo チャレンジ男子 ： 高校 ・ 一般 4×100mR 中学 4×100mR 北陸選抜小学生 4×100mR

　　　　　　　　　　　　　　Yogibo チャレンジ女子 ： 200m 高校 ・ 一般 4×100mR 中学 4×100mR 北陸選抜小学生 4×100mR
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11. 競技規則　　　(1)　2023 年度本陸上競技連盟競技規則および、 競技会における広告および展示物規程、

                             並びに本大会申し合せ事項による。

　　　　　　　　　　　 (2)　 WACT ブロンズ該当種目については 2023 年度 WA 競技規則を適用する。

                              広告規程でも WA 規則に準ずる。

                       (3)　 投擲種目の重さ ： 男子やり投 (800g) ， 女子円盤投 (1.000kg)， 女子やり投 (600g)

12. 参加資格　　　2023 年度日本陸上競技連盟登録競技者に限る ( 小学生を除く )。

                       グランプリ種目 については、 「日本グランプリシリーズ 2023 年シリーズ要項」 ならびに

                      「2023 年日本グランプリシリーズ申し合わせ事項」 「大会申し合わせ事項」 によるものとする。

                      ◆グランプリ種目 ・ チャレンジ種目

                      (1)　以下の期間に 【別表】 に定める本競技会参加標準記録を満たした競技者。

                      参加標準記録有効期間 ： 2022 年 1 月 1 日 ( 土 )〜2023 年 9 月 3 日 ( 日 )

                      ※ 各種目の出場可能な人数をターゲットナンバーとして設定する。

                          エントリー数でターゲットナンバーを超えることが生じた場合は、 上記の参加標準記録を有する

                          競技者であっても参加を制限されることがある。

                      (2)　主催が推薦 ・ 承認する競技者は出場を認める。

                      (3)  グランプリ ・ チャレンジのカテゴリーがある種目については、 各カテゴリーでの申込を受け付けるが、

                           グランプリのターゲットナンバーから外れた場合、 チャレンジ種目への出場となる。

                           尚、 CT ブロンズの順位対象となるカテゴリーは、 グランプリのみである。

                      (4)  男子 100ｍについては、 グランプリにおいて欠場等でターゲットナンバーに満たなかった場合、

                            チャレンジ男子 100m を予備予選とし、 不足人数はチャレンジ男子 100m の記録上位者より

                            進出できるものとする。

                      (5)　男子 5000m、 女子 5000m の外国籍競技者は申込記録の上位 2 名が GP レースに出場できる。

                            ※　CT ブロンズ規程において、 外国籍競技者の同一国籍の出場は 4 名までに限られているため、

                                 ペースメーカーの他に記録上位 2 名の外国籍競技者を GP レースに受け入れる。

                      ☆チャレンジ （北陸選抜小学生リレー）

　                    (1)　北陸 4 県の各県陸上競技協会の推薦を受けた男女各 2 チームの出場とする。

　                    (2)　出場対象学年は 4 年生～ 6 年生までとする。

                      (3)　主催が推薦 ・ 承認するチームは出場を認める。
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グレード 1

競 技 日 程

2023 年 9 月 30日㈯・10 月 1日㈰　デンカビッグスワンスタジアム

競　走　競　技　〈1 日目〉
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競　走　競　技　〈2 日目〉

跳　躍　競　技　〈2 日目〉

投 て き　競　技　〈2 日目〉
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グレード 1

競 技 注 意 事 項

1. 競技規則について

本大会は 2023 ワールドアスレティックス規則並びに 2023 年度日本陸上競技連盟競技規則及び本大会申し合わせ事項により実施する。

（1） 練習は下表のとおりとする。

（2）  【屋内練習場】レーンの使用は下表のとおりとする。

※　芝生でのウォーミングアップは禁止する。

※　屋内練習場では用具を使用しての練習はは禁止する。

2.　練習について

3.　招集について

（1）招集所は、補助競技場連絡通路を通り、第 4ゲート側に設ける。出場者は補助競技場から招集所へ移動して点呼を受けること。
（2）種目別招集開始・完了時刻は、プログラム記載のとおりとする。
（3）招集の方法
　　 ① 競技者は招集開始時刻前に、招集所で待機し、係員から点呼を受ける。その際、アスリートビブス、ユニフォーム、競技用
　　　  シューズ及びシャツ・バック等の商標についての点検を受けること。
　　② 腰レーンナンバー標識を受け取り、右腰やや後方にその場で結着すること。
　　③ 競技者は競技役員の指示に従って、入退場すること。
　　④ リレーに出場するチームは所定の「リレーオーダー用紙」（TIC に置いてある）に記入し、第 4ゲート側招集所に提出する。
　　　 締切時刻は第 1組の招集完了時刻の 1時間前とする。
　　⑤ 招集完了時刻に遅れた競技者は当該種目を棄権したものと見なす。
　　⑥ 招集は必ず本人が行うこと。
　　⑦ 外国人競技者における通訳の同行は招集所入口までとし、招集所及び競技場内へは立入禁止とする。

4.　アスリートビブスについて

（1）アスリートビブスは主催者が配布したものを使用し、配布された大きさのままユニフォームに結着すること。
（2）トラック競技に出場する競技者は、写真判定用の腰ナンバー標識を競技者係より受け取り、右腰のやや後方に取り付ける。
（3）跳躍競技の競技者のアスリートビブスは背部または胸部のみでもよい。
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日本陸上競技連盟制定の「競技会における広告および展示物に関する規程」およびWAラベリング規程に従うこと。
規程に抵触してる場合は、是正を求めるので従うこと。
特にユニフォームについては、国際ルールクラブロゴ規定に則るので注意すること。※GP種目に限る

競技者が使用するシューズ（スパイク、ランニングシューズ含む）についてはWA規則 TR5 を適用する。
※詳細は日本陸連HP参照 :　https://www.jaaf.or.jp/about/resist/technical/

6.　競技用シューズについて

10.　ドーピングコントロールについて

 ドーピングコントロールは世界陸上競技連盟アンチ・ドーピング規則もしくは日本アンチ・ドーピング規程に基づいて行われる。
指名された競技者は医師・競技役員の指示に従うこと。

11.　TUE 申請について

禁止表国際基準で定められる禁止物質・禁止方法を病気の治療目的で使わざるを得ない競技者は「治療使用特例（TUE）」の申請を
行わなければならない。

5.　ユニフォームおよび携行品の商標について

7.　競技について

 （1）不正スタートについて
　　一度の不正スタートでも責任を有する競技者は失格とする。ただし、小学生はそのレースにおいて 2回目に不正スタートをした
　　者は失格とする。
（2）レーン競技では、競技者の安全のため、フィニッシュライン通過後も自分に割り当てられたレーンを走ること。
（3）リレー競走においてマーカーを使用する場合、除去についてはそのチームが必ず行うこと。
（4）競技に使用する用器具は主催者が用意したものを使用しなければならない。
　　 投てき用具一覧に記載のない または １つしかない 投てき用具の持ち込みを希望する者は、競技開始 1時間前までにスタジアム
　　正面入口付近の用器具検査場にて検定を受けること。
　　ただし、持ち込みは一人 2つまでとする。検定に合格した用具は一括借り上げし、参加競技者で共有できるものとし、破損につ
　　いて主催者は一切の責任を負わないものとする。返却は用器具検査場にて行う。
（5）フィールド競技における公式練習等は、すべて競技役員の指示に従うこと。
（6）競技中における助力は「日本陸上競技連盟競技規則第 6条 TR6」に従い規制される。これに抵触の場合は、審判長から注意・勧
　　告をするが、是正されない場合はその種目から除外される場合がある。

8.　走高跳のバーの上げ方について （天候等の状況により変更する場合もある。）

9.　欠場について

 欠場する場合は、欠場が決定した時点でただちに欠場届を新潟陸上競技協会へメール又は FAX で届け出る。
 ※ トラック種目の組み合わせは種目実施日前日 10：00 までの欠場者を反映させ、前日に公開する。

12.　入場管理及び迷惑撮影防止について

本大会は入場無料により不特定多数の来場が予想される為、主催者規定に基づき、全来場者の入場管理を実施する。来場時を含む
下記場面において、アプリ『テレサ』を用いるので、選手・チーム関係者並びに観戦者を含む全来場は事前にアプリ に登録し、
安心安全な競技運営に協力する。
（1）選手・チーム関係者受付及び ADカード発行
（2）撮影許可証発行：アプリでの申請並びに身分証明書提示により発行する。
（3）観戦者入場管理：スタンドに入場する全来場者は必ず登録すること。
（4）競技注意事項、スタートリスト、その他の案内については、テレサにて通知する。
　　9/29（金）12:00 までにアプリの登録を行うこと。

【iPhone 用】https://apple.co/2EqnhJo　　　　　　　　　　　　　【Android 用】https://bit.ly/2FR4kAm
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（1）更衣室は本競技場内と屋内練習場内に設ける。更衣室は更衣のみに使用し、貴重品は各自の責任で管理すること。
（2）競技場内を移動する場合は、ADカードを必ず着用すること。
（3）スパイクシューズを履いたまま競技場施設（スタンド等）には入らないこと。
（4）選手は必ずミックスゾーンを通り退場すること。
（6）競技会中の傷害などの応急処置は主催者で行うが、その後の処置については、本大会で加入している傷害保険の範囲内とする。
（7）記録証明書を希望する競技者は、TIC にある「記録証発行申請書」に必要事項を記入し、500 円（郵送料を含む）を添えて申し
　　込むこと。
（8）全種目の 1～ 3位にはメダルと賞状、4～ 8位には賞状を授与する。
　　GP種目並びに小学生種目の 1～ 3位には表彰式にてメダルと賞状を授与する。　
　　表彰式参加の選手は上下ジャージを着用し、胸にアスリートビブスを結着し表彰式に参加すること。
　　 GP 種目 4～ 8位、チャレンジ種目 1～ 8位は表彰室（ミックスゾーンの向かい）にメダル及び賞状を取りに来ること。
（9）開場時間は、9月 29 日（金）13：30、9月 30 日（土）9：30、10 月 1日（日）6：30 とする（予定）。
　　開場前の場所取りや、並ぶ事も禁止する。
　　本競技場における選手待機場所はスタンド 1層コンコースと補助競技場の許可された場所とする。
　　トイレ前や非常口、車イス優先観戦場所等は禁止とする。主催者により移動や撤去をお願いする場合がある。
　　補助競技場からの地下通路や地下通路周辺および室内走路での場所取りを禁止する。
（10）TIC 開設時間は、9月 29 日（金）13：30 ～ 17：00、9月 30 日（土）9:30 ～ 18:30、10 月 1日 ( 日）6:30 ～ 19:00 とする。
　　   これ以外の時間については大会総務に問い合わせること。
（11）ごみは全て持ち帰ること。（留め置きをしない。）
（12）初日終了後、道具の留め置きは補助競技場から室内走路までの地下通路および補助競技場 器具庫 とする。
　　  ただし、各自の責任のもと管理すること。また、壁に沿って置き 通路を確保し出入りの邪魔にならないよう留め置くこと。
（13）撮影については、撮影許可証もしくはＡＤ携帯時のみ可とする。
（14）大会関係者が撮影した写真・ビデオは、主催者の公益財団法人日本陸上競技連盟並びに一般財団法人新潟陸上競技協会に使用権
　　  限があり、ＳＮＳなど情報発信に使用する場合がある。予めご了承ください。
（15）本競技場内における、チーム名・企業名・個人名のバナー・のぼり等の掲出は禁止する。( 補助競技場を除く）

13.　その他

 新潟市民病院　新潟市中央区鐘木 463-7 　TEL 025-281-5151

14.　医療機関

15.　大会競技結果

【大会競技結果速報サイト】https://nrkk.net/eventresult/2023YogiboACC/shtml/TimeTable.html
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グレード 1

競　技　役　員

総務
総務員

（進行担当総務員）
ＪＴＯ
技術総務
公式計測員
ジュリ―
審判長
トラック
跳躍
投てき
スタート
招集所
競技進行係
音響係

アナウンサー

インタビュアー

表彰係

写真判定員

記録情報処理員

大型映像係

報道係

ﾐｯｸｽｿﾞｰﾝ誘導担当

ＰＥＣＲ担当

ＮＦＲ
ＤＣＯ
シャペロン
医師
医務員

トレーナー
役員・来賓受付係

庶務係

山田 学     

大野 公彦 ( ディレクター ) 岩﨑 雄一 ( サブディレクター ) 内藤 彩那 ( サブディレクター )

竹内 富雄 ( 競技） 佐藤 政幸 ( 審判・抗議 ) 小杉 隆 ( 強化 )

小黒 秀昭 ( 会場 )    

鈴木 圭輔 大森 智仁 小林 真也   

青木 正宏     

山村 守     

高橋 達也 2 鈴木 圭輔 2※ 植野 翼 2 本庄 楓 ( 新大医 )2※ 大塚 陽介 ( 新大医 )2※ 

丸山 正壽 長谷川 巧治 小柳 了   

     

青木 祐一     

浅野 政和 2     

松井 重徳 2     

大塚 亮太     

佐藤 良司         

小林 真也※ 星 啓介    

大森 智仁※     

藤田 衛 2 尾身 栄美子 加藤 美菜子 菊地 加耶子 ( 新大 ) 小俣 真美 ( 新大医 ) 大湊 唯花 ( 新大医 )1

下山 奈央 ( 新大医 )2 小俣 咲綾 ( 新大医 )2    

藤田 衛 2※     

     

八木 さゆみ 髙野 夕子 土肥 伸行   

藤田 咲良 ( 医福大 ) 福原 陽 ( 医福大 ) 丸山 美幸 ( 医福大 ) 平安 桃香 ( 医福大 )  

     

中川 昌弘 小島 大介 飯田 靖司 小柳 厚司 横田 浩 浮島 一隆

大谷地 亮 蒲澤 悠貴 1 郷 哲朗 2 坂東 知也 ( 医福大 ) 長谷 海翔 ( 医福大 ) 

藤田 雅也 高柳 竜司 信賀 宏信 大矢 健太郎 土肥 伸行 ※ 小嶋 大輔 1

内宮 実 2 山本 稔城 ( 新大医 )1 梅沢 宙夢 ( 新大医 )1 濱田 圭吾 ( 新大医 )2 青木 大知 ( 新大医 )2 

     

本田 崇 田代 修 五十嵐 海渡 ( 新大医 )1 伊倉 広貴 ( 新大医 )1 渡辺 乃愛 ( 新大医 )2 齋藤 構 ( 新大医 )2

     

鷲尾 優太 小林 実 秋山 隼人 ※ 佐々木 雪乃 2※ 水口 歩実 ( 医福大 ) 岡田 麻鈴 ( 医福大 )

     

鷲尾 優太※ 秋山 隼人 ※ 佐々木 雪乃 2※ 堀内 彩夏 ( 医福大 )※ 神尾 真帆 ( 医福大 )※ 

   1 日目は PM～ 1 日目は PM～ 

星 真弓 武田 道弘 1 近藤 萌笑 ( 医福大 ) 吉原 颯織 ( 医福大 )  

     

田畑 尚吾 2     

杉山 美香 古川 雅貴 小松 美穂 林田 啓誉 2  

齋藤 園絵 2 山田 滋 2 大関 裕 2 安藤 早苗 2 蘆田 彩 2 

塙 晴雄     

阿部 百合子 1 三澤 香里 2 宇田川 蒼平 ( 新大医 )1 小野 怜奈 ( 新大医 )1 高波 拓海 ( 新大医 )2 

中村 優希 ( 新大医 )2     

中條 貴之 平方 智 安澤 直樹 2 池田 哲弘 2 

五十嵐 勇人 湯淺 和代 ※ 中倉 智子 ※ 

湯淺 和代 齋藤 裕美 中倉 智子 小野 理恵子

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

リード

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

※　：兼務
数字：出席日
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※　：兼務
数字：出席日

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

丸山 亜希子     

     

関﨑 尚史 椎谷 由里 敷本 愛   

田中 利夫 五十嵐 勇人 ※ 和田 佳乃 ( 新大医 )1 清水 克祥 ( 新大医 )1 本庄 楓 ( 新大医 )2 大塚 陽介 ( 新大医 )2

     

ナックダスティン     

若山 哲夫     

     

谷井 直也 高野 富士雄 佐藤 正美 小柳 敏夫  

     

本保 正善 南雲 政治 本田 俊夫 五十嵐 裕子 青柳 恭二 石井 智子

桐生 辰宏 佐藤 康治 長友 健一 1 丹治 えつこ 2 鈴木 さゆり 2 田村 まゆみ 2

池口 直希 ( 新大 ) 伊藤 凜音 ( 新大 ) 高見 奏汰 ( 新大 ) 山村 紋叶 ( 医福大 )1 平田 勇晟 ( 医福大 )1 

     

廣川 実 土田 和彦※ 髙田 孝史 佐藤 美教 1  

五十嵐 晴人 ( 医福大 ) 風山 瑠希亜 ( 医福大 ) 泉井 陸 ( 医福大 ) 磯部 祥吾 ( 医福大 ) 星野 大空 ( 医福大 ) 重山 瑠心 ( 医福大 )

久保田 蓮也 ( 医福大 ) 高野 海斗 ( 医福大 ) 田幸 瞭 ( 医福大 )1 村山 晴紀 ( 医福大 )1 星野 大地 ( 医福大 )1 元平 優仁 ( 医福大 )1

丹羽 凛斗 ( 医福大 )1 田中 圭 ( 医福大 )1 佐々木 大良 ( 医福大 )1 小林 弘人 ( 医福大 )1 青柳 璃空 ( 医福大 )1 石田 蒼空 ( 医福大 )1

原 唯人 ( 医福大 )1 青木 郁也 ( 医福大 )1 本間 皓眞 ( 医福大 )1 百武 翔 ( 開志国際 )2 石澤 竜雅 ( 開志国際 )2 若井 快晴 ( 開志国際 )2

富樫 怜皇 ( 開志国際 )2 星沢 アレン ( 開志国際 )2 髙野 尚智 ( 開志国際 )2 渡邊 月 ( 開志国際 )2 大城 藍生 ( 開志国際 )2 田中 勇斗 ( 開志国際 )2

桑原 小陽 ( 開志国際 )2 山﨑 心深 ( 開志国際 )2 小田 桃葉 ( 開志国際 )2 鶴巻 空 ( 開志国際 )2  

     

土田 和彦     

     

八木 貴志 小関 周男 田村 和宏 蕪木 政典 樋浦 裕之 風間 柊耶

小林 茜 松本 由美子１ 西 大郞 2 榎本 健太 2 渡辺 祐哉 2 菅原 真瞬 ( 新大 )

フェルナンド大和 ( 新大 ) 真田 太陽 ( 新大 ) 丸山 華 ( 新大 ) 齋藤 紘 ( 新大 ) 丹羽 啓人 ( 新大 ) 

     

金子 峰人 永井 富寛 阿部 文明 横山 高司 滝沢 克栄 坂井 友裕

高坂 守 江田 茂行 木村 早苗 今井 新一 佐藤 裕美子 阿部 厚 2

阿部 由明 2 土佐 基己 ( 新大 ) 渡邊 智輝 ( 新大 ) 武藤 孝太郎 ( 新大 ) 大代 賢治 ( 新大 ) 

     

佐藤 政幸※ 中澤 栄 清水 孝 武藤 宣義 山口 武 吉岡 修 1

嶺蔭 優翔 ( 医福大 )1 萩野 由大 ( 医福大 )1    

     

小島 一大 杉山 仁 野上 武史 藤澤 秀雄　 北 貞爾 増田 孝宏

綱本 哲夫 森本 栄一 小島 伸治 水戸部 直樹 五百川 智 清水 正法

椿 正幸 石川 博樹 南雲 益男 1 赤澤 直樹 ( 新大 ) 鷲尾 遥人 ( 新大 )1 平松 薫 ( 新大 )1

草薙 啓太 ( 新大 )1 吉田 康介 ( 新大 )2    

     

岩野 與志弘 細家 雅広 ( 新大医 )1 下村 百合華 ( 新大医 )1 内山 智寛 ( 新大医 )2 山下 日向 ( 新大医 )2 

     

尾組 晃 田村 八四男 勝野 和晃 玉木 浩 2 富岡 琉音 ( 新大 ) 中戸 元貴 ( 新大 )

近藤 凜羽 ( 新大 ) 中田 爽太 ( 新大 ) 遠藤 皓大 ( 新大 ) 上田 仁太 ( 新大 ) 金子 敦哉 ( 新大 ) 金井 花林 ( 新大医 )1

望月 菜穂 ( 新大医 )1 塚本 誠真 ( 新大医 )1 湯浅 開斗 ( 新大医 )1 川合 世蘭 ( 新大医 )1 松尾 美波 ( 新大医 )1 堺堀 桃香 ( 新大医 )1

河野 士龍 ( 新大医 )1 廣瀬 花音 ( 新大医 )2 高 悠晟 ( 新大医 )2 神田 葵 ( 新大医 )2 大井 吏月 ( 新大医 )2 小田 詩織 ( 新大医 )2

五十川 凛 ( 新大医 )2 賀来 穂高 ( 新大医 )2    

来賓係

選手受付係
ＴＩＣ

海外選手係
海外選手送迎係

風力計測員

競技者係

用器具係
( 兼：会場管理 )

用器具庫係

スターター兼リコーラー

出発係

周回記録員

監察員

ビデオ監察員

マーシャル
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跳躍審判員

投てき審判員

科学計測員

ウォームアップ場係

衣類運搬係

入場管理係

サブイベント係

(主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

( 主 )

遠山 和志 2 梅野 昭一 2 豊嶋 茂樹 2 志田 哲也 2 内藤 博之 2 内藤 豊子 2

乙川 仁 2 馬場 禎光 2 斎藤 正幸 2 飯田 博 2 遠藤 純夏 2 氏田 基博 2

平山 紗衣 2 目黒 達郎 2 伊花 亮平 2 大沼 泰裕 2 佐藤 光介 2 松澤 ジアン成治 2

佐藤 寿樹 ( 新大 )2 田村 綺瑠 ( 新大 )2 山口 颯志 ( 新大 )2 本田 凌介 ( 新大 )2 北 真輝 ( 新大 )2 吉田 実瑚 ( 医福大 )2

國井 花 ( 医福大 )2 表田 遥菜 ( 医福大 )2 後閑 南季 ( 医福大 )2 蓑輪 夢未 ( 医福大 )2 本田 遥南 ( 医福大 )2 髙橋 路 ( 開志国際 )2

藤間 翼 ( 開志国際 )2 関 朋香 ( 開志国際 )2 成田 百花 ( 開志国際 )2 大久保 華香 ( 開志国際 )2 松原 愛実 ( 開志国際 )2 南 統子 ( 開志国際 )2

永井 実花 ( 開志国際 )2 中野 まり ( 開志国際 )2    

     

井田 勝寛 2 細田 淳史 2 佐藤 卓哉 2 大津 敦 2 宮下 尚圭 2 五十嵐 卓 2

小森 寛子 2 金子 佳 2 根本 穂波 ( 医福大 )2 風間 未来 ( 医福大 )2 田中 廉治郎 ( 医福大 )2 塚野 巧樹 ( 医福大 )2

山田 温輝 ( 医福大 )2 髙橋 勇翔 ( 医福大 )2 兜森 琉 ( 医福大 )2 渡邉 賢 ( 医福大 )2 高橋 楓 ( 医福大 )2 村山 隼也 ( 医福大 )2

加藤 杏菜 ( 医福大 )2 大槻 柊斗 ( 医福大 )2 関根 和哉 ( 医福大 )2 角田 亜紀 ( 医福大 )2 氏家 遥香 ( 医福大 )2 中田 陽菜 ( 開志国際 )2

玉井 雄飛 ( 開志国際 )2 荒井 美海 ( 開志国際 )2 北野 理絵 ( 開志国際 )2 日達 美心 ( 開志国際 )2 平野 寧々 ( 開志国際 )2 石田 優牙 ( 開志国際 )2

中川 海咲 ( 開志国際 )2     

新田 健 2 植木 賢治 2 古川 敬太 2   

     

     

塚本 徹 三富 郁宏 石田 大介 2 片岡 航大 ( 医福大 ) 玉内 祥太 ( 医福大 ) 丸山 詩温 ( 医福大 )

奥村 愼太郎 ( 医福大 )1 井出 凛生 ( 医福大 )1    

     

髙橋 弘一 大谷 光男 丸山 穂高 菅沼 幸  

大峡 謙 ( 新大 ) 佐藤 勇太 ( 新大 ) 佐藤 潤一 ( 新大 ) 佐藤 広淳 ( 新大 ) 五十嵐 大己 ( 新大 ) 木原 朋哉 ( 新大 )

渡邊 真大 ( 新大 ) 佐藤 稜馬 ( 新大 ) 松野 伊吹 ( 新大 ) 朝倉 啓斗 ( 新大 ) 杉坂 優明 ( 新大 ) 高橋 惇央 ( 新大 )

谷端 良鷹 ( 新大 ) 押切 零旺 ( 医福大 ) 小島 巧実 ( 医福大 ) 後藤 真幸 ( 医福大 ) 間島 楓 ( 医福大 ) 原山 祥 ( 医福大 )

     

田中 義雄 鷲尾 優太※ 佐藤 寿樹 ( 新大 )1 田村 綺瑠 ( 新大 )1 山口 颯志 ( 新大 )1 北 真輝 ( 新大 )1

本田 凌介 ( 新大 )1 國井 花 ( 医福大 )1 表田 遥菜 ( 医福大 )1 後閑 南季 ( 医福大 )1 蓑輪 夢未 ( 医福大 )1 吉田 実瑚 ( 医福大 )1

本田 遥南 ( 医福大 )1 堀内 彩夏 ( 医福大 )1 ～ AM    

奥村 愼太郎 ( 医福大 )2 嶺蔭 優翔 ( 医福大 )2 萩野 由大 ( 医福大 )2 原 唯人 ( 医福大 )2 青木 郁也 ( 医福大 )2 本間 皓眞 ( 医福大 )2

井出 凛生 ( 医福大 )2 鷲尾 遥人 ( 新大 )2 平松 薫 ( 新大 )2 草薙 啓太 ( 新大 )2 山村 紋叶 ( 医福大 )2 平田 勇晟 ( 医福大 )2

     

加藤 翼 秋山 隼人 近野 義人 佐藤 隆博 小林 梨菜 八ツ橋 健

土田 耀大 植野 翼 1 多田 桜愛香 (ASC) 田鍋 瑠亜 (ASC) 長谷川 柚香 (ASC) 新井 駿侑 (ASC)

加藤 光 (ASC) 苅谷 凜太 (ASC) 北藤 真司 (ASC) 小松 晃世 (ASC) 樋口 尚 (ASC) 本並 隼 (ASC)

加藤 杏菜 ( 医福大 )1 大槻 柊斗 ( 医福大 )1 関根 和哉 ( 医福大 )1 髙橋 勇翔 ( 医福大 )1 山田 温輝 ( 医福大 )1 村山 隼也 ( 医福大 )1

根本 穂波 ( 医福大 )1 風間 未来 ( 医福大 )1 田中 廉治郎 ( 医福大 )1 塚野 巧樹 ( 医福大 )1 角田 亜紀 ( 医福大 )1 氏家 遥香 ( 医福大 )1

兜森 琉 ( 医福大 )1 渡邉 賢 ( 医福大 )1 高橋 楓 ( 医福大 )1 神尾 真帆 ( 医福大 )1 ～ AM  

丹羽 凛斗 ( 医福大 )2 田中 圭 ( 医福大 )2 佐々木 大良 ( 医福大 )2 小林 弘人 ( 医福大 )2 青柳 璃空 ( 医福大 )2 石田 蒼空 ( 医福大 )2

星野 大地 ( 医福大 )2 元平 優仁 ( 医福大 )2 田幸 瞭 ( 医福大 )2 村山 晴紀 ( 医福大 )2  

※　：兼務
数字：出席日
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